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網
膜
硝
子
体
手
術
は
、1
9
7
0
年
代

に
ア
メ
リ
カ
の
ロ
バ
ー
ト
・
マ
カ
マ
ー
が

考
案
し
た
画
期
的
な
手
術
法
で
、
白
目
の

部
分
に
３
カ
所
の
小
さ
な
孔
を
あ
け
、
人

工
房
水
（
眼
の
中
と
同
じ
成
分
の
水
）
と

照
明
用
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、
手
術
器
具
を

入
れ
て
、
眼
球
の
内
腔
を
う
め
る
ゼ
リ
ー

状
の
硝
子
体
を
細
か
く
切
り
な
が
ら
吸
引

し
て
、
出
血
や
混
濁
を
取
り
除
く
だ
け
で

な
く
、
網
膜
下
病
変
に
対
す
る
手
術
ま
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
〈
図
１
〉。

　

た
と
え
ば
網
膜
剥
離
の
治
療
で
は
、
硝

子
体
を
取
り
除
い
た
後
、
眼
内
に
ガ
ス
を

入
れ
て
気
泡
の
表
面
張
力
で
網
膜
を
再
び

眼
底
に
付
け
、
レ
ー
ザ
ー
凝
固
等
で
裂
孔

の
周
囲
を
固
め
る
〈
図
２
〉。

　

網
膜
硝
子
体
手
術
の
進
歩
に
よ
り
、
今

ま
で
は
失
明
し
て
い
た
増
殖
性
硝
子
体
網

膜
症
や
増
殖
糖
尿
病
網
膜
症
、
眼
内
炎
、

網
膜
中
心
静
脈
閉
塞
症
の
ほ
か
、
黄
斑
円

孔
や
黄
斑
前
膜
な
ど
の
黄
斑
疾
患
も
適
応

と
な
っ
た
。

　

黄
斑
は
網
膜
の
中
央
に
あ
た
る
重
要
な

部
分
で
、
そ
の
中
で
も
最
も
感
度
の
高
い

部
分
が
中
心
窩
で
あ
る
〈
図
３
〉。
加
齢

黄
斑
変
性
や
近
視
性
新
生
血
管
黄
斑
症
と

い
っ
た
新
生
血
管
黄
斑
症
は
、
網
膜
の
下

側
か
ら
新
生
血
管
が
伸
び
て
出
血
や
血
液

成
分
の
滲
出
に
よ
り
視
力
の
低
下
が
起
こ

る
疾
患
で
、
進
行
性
で
見
よ
う
と
す
る
と

こ
ろ
が
黒
ず
ん
で
見
え
な
く
な
る
。
ア
メ

リ
カ
で
は
失
明
の
最
大
の
原
因
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
近
年
日
本
で
も
患
者
数
が
急

増
し
て
い
る
。

　

新
生
血
管
黄
斑
症
の
手
術
療
法
で
あ
る

黄
斑
移
動
術
は
、
手
術
で
意
図
的
に
網
膜

剥
離
を
つ
く
り
、
新
生
血
管
の
存
在
す
る

部
分
を
黄
斑
部
か
ら
外
れ
る
よ
う
に
網
膜

を
移
動
さ
せ
る
手
術
で
、
黄
斑
部
網
膜
の

機
能
が
比
較
的
良
好
な
場
合
に
選
択
さ
れ

る
。
他
の
治
療
法
で
は
視
力
改
善
が
稀
で

あ
る
が
、
黄
斑
移
動
術
は
視
力
の
改
善
が

得
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
手
術
法
で
あ

る
。

　

一
方
、
新
生
血
管
黄
斑
症
の
新
し
い
治

療
法
と
し
て
、
最
近
注
目
を
集
め
て
い
る

の
が
光
線
力
学
療
法
（
P
D
T
）
で
あ
る
。

光
感
受
性
の
高
い
特
殊
な
色
素
を
静
脈
に

注
射
し
て
、
新
生
血
管
に
溜
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
弱
い
レ
ー
ザ
ー
光
を
照
射
す
る
と
、

薬
物
の
化
学
変
化
に
よ
っ
て
活
性
酸
素
が

発
生
し
、
新
生
血
管
を
破
壊
さ
せ
る
と
い

う
も
の
。
従
来
の
強
い
レ
ー
ザ
ー
光
線
を

照
射
す
る
治
療
法
で
は
、
網
膜
ま
で
傷
つ

け
て
し
ま
い
か
え
っ
て
視
力
が
低
下
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
光
線
力
学
療
法
な
ら

網
膜
へ
の
影
響
も
少
な
く
、
視
力
の
低
下

を
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
眼
科
の

P
D
T
は
、
眼
科
P
D
T
研
究
会
に
よ
る

講
習
会
を
受
け
て
試
験
を
パ
ス
し
た
医
師

黄
斑
疾
患
の
治
療
も
可
能
に
し
た
画
期
的
な
手
術
法

眼科学講座

　

平
成
17
年
４
月
１
日
よ
り
滋
賀

医
科
大
学
眼
科
学
講
座
に
赴
任

し
た
大
路
正
人
教
授
は
、
網
膜

硝
子
体
疾
患
が
専
門
で
、
日
本

網
膜
硝
子
体
学
会
の
理
事
を
務

め
る
ほ
か
、
国
内
外
で
多
数
の

講
演
を
行
っ
て
い
る
。

　

大
路
教
授
を
迎
え
た
こ
と
で
、

従
来
か
ら
眼
科
学
講
座
が
力
を

入
れ
て
き
た
神
経
眼
科
や
斜
視
・

弱
視
の
治
療
に
加
え
て
、
網
膜

硝
子
体
手
術
を
は
じ
め
と
す
る

外
科
的
治
療
が
よ
り
一
層
充
実

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

網膜硝子体疾患の
外科的治療

◎眼科学講座

網膜硝子体疾患の
外科的治療
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の
み
が
行
え
る
が
、
大
路
教
授
は
講
習
会

の
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

　

2
0
0
4
年
５
月
か
ら
健
康
保
険
医

療
と
し
て
認
可
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後
は

光
線
力
学
療
法
が
普
及
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。
眼
科
学
講
座
で
は
、
光
線

力
学
療
法
を
施
行
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
療
法
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
相
乗
的
な

効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

よ
り
低
侵
襲
で
確
実
な
治
療
を
目
標
に

　

網
膜
硝
子
体
手
術
は
熟
練
を
要
す

る
細
か
い
手
術
で
あ
る
が
、
大
路
教

授
は
世
界
最
大
の
網
膜
硝
子
体
手
術
学

会A
m
erican A

cadem
y of Retina 

Specialists

に
お
い
て
日
本
人
で
唯
一

のBoard of D
irector

を
務
め
る
な
ど
、

こ
の
分
野
に
お
け
る
第
一
人
者
で
あ
り
、

硝
子
体
手
術
の
機
器
開
発
や
手
技
開
発
、

黄
斑
移
動
術
の
術
式
の
改
良
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

大
路
教
授
は
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
、
よ
り
質
の
高
い
外
科
的
治
療
を
行

い
、
ま
た
後
進
の
指
導
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
る
。

　

眼
科
学
講
座
で
は
、
難
治
性
疾
患
に
対

す
る
硝
子
体
手
術
を
行
う
ほ
か
、
加
齢
黄

斑
変
性
症
や
糖
尿
病
黄
斑
浮
腫
に
対
す
る

薬
物
療
法
な
ど
の
治
験
や
人
工
網
膜
の
研

究
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
手
術
用
の
顕
微
鏡
や
眼
底
カ
メ

ラ
、
O
C
T（
光
干
渉
断
層
計
）な
ど
の

機
器
が
一
新
さ
れ
、
よ
り
精
度
の
高
い
検

査
や
確
実
な
診
断
・
治
療
が
行
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
治
せ
な
か
っ
た
疾
患
の
治

療
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
ま
た
治
療

で
き
た
も
の
に
つ
い
て
は
よ
り
低
侵
襲
で

確
実
に
治
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
よ
り
よ
い
視
機
能
を
得
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
っ
て
患
者
さ
ん
の
Q
O
L
を
向
上

さ
せ
る
」と
い
う
姿
勢
で
、教
室
員
が
一
丸

と
な
っ
て
同
講
座
の
診
療
・
研
究
レ
ベ
ル

の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
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